
【構想の概要】

全生徒に対する地球ࢢຽ性ৢ成プログラム（� ࣍グローバルライフ、カφダ海外校外学習）の開発と、アη
アンॾ国と連携した � 間に及Ϳ課題研究プログラムの開発（� ࣍ 5�GA1（グループ）、高校生国際 &S% シ
ンポジム、国際フィールドワークʀ3 ࣍ଔ業研究（ݸ人）、大学における研究指導）を行う。また、コϛュ
ニέーション能力向上のための英語ʴ � か国語マスタープログラム（インドネシア語 ࠲ߨ）も実ࢪする。
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૯߹学科 20 年の経ݧを生͔しͨカリキュラム

総合学科日本初発校のひとつである本校は、すで
に 20 年以上の課題研究（校内科目名：卒業研究）
活動を実践してきた。このため、本校における
SGH のカリキュラム開発は、総合学科 20 年に及
ぶ実践をベースに、グローバル社会へ対応していく
ための開発を行ってきた。

具体的には、入試段階で「SG 入試」を実施し、
1 学年 4 クラスのうち 1 クラスを「SG クラス」と
し、SGH プログラムに中心的に取り組むこととし
た。ついで、1 年生では入学者全員がグローバルイ
シューに対する当事者性を高めるため、「グローバ
ルライフ」（ৄࡉは後述）および、カナダ校外学習
を開発した。総合学科高校は、1 年生で「産業社会
と人間」を全員が履修し、2・3 年次の時間割を自
ら作るのが特徴である。1 年次でグローバルイ
シューに生徒全員が触れ、海外校外学習を経験する
ことで、自己のキャリア選択に「グローバル」な視
点が加わることを期待している。SG クラスは、英
語を学ぶだけではなく、世界の言語の多様性を学ぶ
ために「英語ʴ 1 言語」をキーワードに、選択制の
インドネシア語講座を開講することとした。また、
SGH5 年経過後を見ਾえ、平成 30 年度入学生から、
SG クラスの生徒を対象とした「グローバルパス
ポート」（総合的学習の時間）を開講し、グローバ
ル企業や社会起業分野で活躍している社会人、身近
なロールモデルとしての卒業生や留学生との交流、
社会問題の解決を具体的な形にしていくための第一
าとして、ビジネスプランコンテストに参加するこ
ととしている

2 年生では、「T - GAP（つくさかグローバルア
クションプログラム）」を生徒全員が履修している。
これは、グループ（1 チーム 4 ～ 5 名程度）により、
各班でグローバルな社会課題を設定し、具体的にそ
の解決活動に取り組むものである。SG クラスの生
徒は、さらに「高校生国際 ESD シンポジウム」へ
の参加を必須とし、国際会議の運営に携わることと
している。また、選択制の SGH 科目として「国際
フィールドワーク」を開講し、実際に海外でインド
ネシアの高校生とフィールドワークを実施する機会
を提供している。

3 年次では、全員が個人で課題を設定し「卒業研

究」に取り組んでいる。とくに、SG クラスでは
「グローバルなキャリア選択」を将来にわたって実
現するために、海外でのब職を視野に入れた進路選
択や留学を実現できるように促している。

「グローバルライフ」開発における教科間連携

SGH の主要な開発単位のひとつが、1 年生全員
が履修する「グローバルライフ」である。これは、
家庭科科目「家庭基礎」をベースとしつつ、複数の
教科が連携して内容の開発と授業実践を行っている

（平成 30 年度は、家庭科、地歴公民科、農業科の教
員で授業を実施）。

日本がグローバル化した社会に対応していくため
には、生徒全員がグローバルイシューに対して「当
事者意識」を持つことが重要であると本校では考え
ている。一方で、グローバルな課題は自分とは関係
ない、あるいは遠い世界で起こっていることと考え
ている生徒も多いと考えている。この仮説のもと、
日常生活がすでに多くのグローバルイシューとつな
がっており（例えば、食品、化হ品、洗ࡎなど日常
生活で欠くことのできないものの多くが、熱帯で生
産されているパーム༉が用いられており、それが森
林減少やそれにともなう生物多様性の減少や地球Թ
ஆ化の原因とつながっている等）、誰もがさけて通
れる問題ではないと、身につまされながら当事者性
を育成できる授業を開発している。その際に、複数
の教科が連携することで授業内容に多様性を持たせ、
効果があがるようにしている。本校では、2 年次
T - GAP、3 年次卒業研究（ৄࡉは後述）で生徒自
らが課題を設定して探究活動に取り組むが、テーマ
設定のきっかけにグローバルライフをあげる生徒が
複数おり、授業が効果をあげていると考えられる。

S%Gs を࣠としͨ各教科の見し

各教科は、SGH 開発科目と有機的に連携が取れ
るように、SDGs との関連の中で学習内容の見直
しや整理を進めている。例えば、保健の授業での学
びを SDGs17 の目標で示したり、家庭科の学びを
SDGs12 番の「作る責任、ങう責任」の視点で見
直している。学校設定教科「国際科」の「国際社
会」の授業では、「学校 SDGs」を実践し、校内で
身近にできる「SDGs 実現」に向けたスモールプ
ロジェクトを実施している。農業科の授業では、
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SDGs14、15 番を実現するために地域レベルで実
践できることを考え発表を行っている。このような
形で、各教科での取り組みも SGH と有機的につな
がるように工夫している。

શ員で取り組Ή課題研究

課題研究（校内名称：卒業研究）は、3 年次の全
員が個人テーマを設定して取り組んでいる。2 年次
の全員履修の「T - GAP」とあわせて、全員が 2 年
間にわたって取り組んでいる。3 年次での指導体制
は 16 名の教員が 1 名当たり 10 名の生徒を担当し、
ゼミ形式で運用している。さらに、担当教員だけで
はなく、全教員に相ஊできるようにしており、さら
に外部連携も推している。このように、本校の課
題研究は、生徒および教員が全員関わる形で運用さ
れているのが特徴である。

理ػ関と連携しͨエビデンスのऩूと分析

SGH の成果に関するエビデンスの収集は、管理
機関である筑波大学附属学校教育局（以下、局とす
る）と連携して実施している。具体的には、局の開
発した「国際的資質ई度」により、全生徒の経年変
化をとらえている。このई度によるエビデンスの収
集は、SGH 以外の国際教育プログラムとの比較や、
他の SGH 校との比較も局との連携で可能となる。

また、SGH 指定前後の英検取得者の推移も集計
を行っている。指定前は英検 2 級の合格者は 1 ケタ
台で推移していたが、指定後は、50 名前後の合格
者を出している。また、準 1 級合格者も複数出てお
り、英語の運用能力は確実に向上している。さらに
は、本校の特色のあるインドネシア語においても

「インドネシア語検定 D,E 級」合格者が出ており、
「英語ʴ 1 か国語」が実現しつつある。

さらに、国立大学附属高校として、卒業生の動向
も調査を始めており、SGH 指定初年度の卒業生

（2018 年 6 月現在大学 4 年生。SGH 国際フィール
ドワークに参加）では、日本語パートナーズ事業

（国際交流基金の事業）で、アセアンの国で日本語
教師として活躍を始めている生徒もでている。さら
に、高校時代に、インドネシアやフィリピンの姉妹
校へ 1 年間の海外留学に行く生徒もでている。「国
際的資質ई度」や英検合格者の推移による量的変容
を調査するとともに、卒業生を中心とした行動変容

をおっていく質的変容も今後、継続していきたい。

国ࡍシンϙジムによる成果の普及

本校では、SGH 指定前の 2012 年から「高校生
国際 ESD シンポジウム」を開催し、インドネシア、
タイ、フィリピン等の国から高校生を招ᡈし、
ESD をベースとした探究学習成果を共有する国際
交流を継続している。SGH 指定後には、このシン
ポジウムと合わせて、「全国 SGH 校生徒成果発表
会」を開催し、毎年 20 校程度の SGH 校が発表を
行い、国内外の高校生が日ごろの学習成果を基にし
た交流を行う場所を提供している。課題研究のテー
マは、各校で様々のため、発表に統一感を持たせる
ことが難しい場合がある。また、海外の高校が参加
する場合はなおさらである。そこで、本校のシンポ
ジウムでは「SDGs」をキーワードに、各学校の
探究活動の成果が、SDGs の 17 の目標のどれにあ
たるか（複数に該当する場合もある）を提示しても
らい、持続可能な世界の構築のために、どの分野で
貢献しているかを提示してもらっている。

2017 年には新たなチャレンジとして、インドネ
シアの首都ジャカルタにおいて、インドネシア政府
環境林業লの協力のもと、「第 1 回インドネシア日
本高校生 SDGs ミーティングˏジャカルタ」を開
催した。ここには、本校だけではなく、日本から中
部大学春日丘高等学校、大阪府立泉北高等学校も参
加し、SGH 校が 3 校参加した。また、インドネシ
アから 5 校が参加し、SGH の成果を国内だけでは
なく、インドネシアにおいても普及をおこなった。
本校は「オープンプラットフォームスクール」を目
指しており、地域や世界の人々が国や地域、年代を
超えて学びあう場所を提供することを目指している。
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これは、国立大学附属高等学校としての責務である
とも考えている。今後とも、本校のネットワークを
生かした SGH の成果普及に努めていきたい。

ΞηΞンの大学との高大連携

本校は、管理機関である筑波大学、とくに大学の
世界展開力事業である「AIMS（ASEAN Interna�
tional Mobility for Students）」 と 連 携 し て、
SGH プログラムを展開している。毎年、年に数回、
筑波大学に留学しているアセアン各国の留学生が来
校し、文化交流だけではなく、生徒のアセアンや日
本との比較研究など探究活動に対して、英語による
やり取りの中、直接、フィードバックを得ることが
できている。

さらに、高大連携を国内の大学との連携にとどめ
ず、筑波大学が国際連携協定を締結している、ボ
ゴール農科大学、フィリピン大学、カセサート大学
とも連携を進めている。海外における課題研究活動
に関する支援を中心としているが、ボゴール農科大
学附属高校では将来教職を希望している筑波大学生
の「海外教育実習」を試行するなど、様々な分野に
おける連携を進めている。

協ಇܕ「国ࡍフΟールドϫーク」を国内外で

最後に、本校の特色ある取り組みの一つである、

インドネシアの姉妹校 2 校と実施している「協働型
国際フィールドワーク」についてまとめる。

本校の SGH では、ਃ請当初から SDGs をキー
ワードとしている。SDGs では、「先進国と途上国
が普ว的に協働し目標を達成する」ことが述べられ
ている。これまで先進国と開発途上国は、支援ʕ被
支援の文脈で語られることが多かったが、今後は、
世界のパラダイムも大きく変化してくるであろう。
現在の高校生が社会の中心として活躍するころには、
人口減少や労働者人口の減少がさらに進んでいる日
本は、まったく違った社会になることが予想される。
本校の開発している協働型国際フィールドワークは、
新たなパラダイムに対応できる生徒の育成をめざし、
バックグラウンドの違う高校生が国や地域をこえ
チームを組んで実施している。現在は、インドネシ
アでインドネシアの高校生と連携して実施している
が、将来的にはフィリピンやタイで同様のフィール
ドワークを実施したり、複数の国の生徒が参加する
フィールドワーク、さらにはインドネシアで実施し
ているフィールドワークを同じ枠組みで日本の農村
部で実施できないかと考えている。このような多様
な経験を高校段階で提供することで、次代を担うグ
ローバル人材を育成できると考えている。SGH 指
定 5 年間で得た国内外のネットワークや経験を生か
した新たな取り組みを今後も展開していきたい。
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